
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年８月３１日現在 

【世帯数】    ２４６戸 

【人 口】 男 ：３２８名 

 女 ：３５２名 

 合 計：６８０名 

発行日：令 和 ２年９月 19 日 

発 行：宮川まちづくり協議会 

９ 月 号 

特集：「花よりスイーツ」 

宮川地区にお菓子教室＆お菓子屋さんが OPEN! 



◀清水さんは「女性部門」

に申し込んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ――まずは、開店おめで

とうございます！開店から 2週間 

がたち、今のお気持ちはどうですか？ 

 こんなにたくさんの方にお店に来ても

らえるとは思っていなかったので、本当に

嬉しいです。1 週目は忙しすぎて記憶がな

いくらい。2 週目は 1 週目を踏まえてお菓

子を作る量を増やすなどして対応できた

ので、少し余裕ができました。 

――ご家族など、周りの反応は？ 

大勢のお客さんが来てくれて良かったと

素直に喜んでくれています。開店するまで

は、宮川地区という立地条件と開店日数

（週に 2 日）のリスクを心配してくれてい

たので。義母は知り合いにたくさんチラシ

を配って宣伝してくれました。息子は、自

転車で店の前を通った時に、行列ができて

いるのを見てびっくりしたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――お菓子教室の方はどうですか？ 

月～水曜日の週三日、最大 4 人までの少人

数制で行っていて、現在 20 代～50 代まで

の方々で定員の半分くらいは埋まってい

ます。月ごとに作るお菓子が変わることな

ど、レッスン内容が今のチラシではよく伝

わっていないこともあるようなので、これ

からチラシや SNS などでレッスン内容を

しっかりお知らせするようにして、少しず

つ生徒さんが増えていけばいいなと思っ

ています。 

少人数制で自分の都合が合う日に申し込

むシステムなので、知らない人と同じクラ

スになることも多いですが、まさに「一期

一会」、その日偶然生まれた出会いを楽し

んでいただけたらと思います。 

幸い、実際に教室に来てくださった方々は

みなさん本当に楽しそうに帰っていかれ

るので、それが嬉しいです。ケーキが焼き

上がった後、私の作品を皆さんと一緒に試

食するのですが、その 30 分ほどの時間に

色々なお話ができ、私自身そこから色んな

ヒントや情報をもらっています。 

――お菓子教室は清水さんの長年の夢だ

ったのですよね？ 

私は小学生の頃からお菓子作りが大好き

で、月一回青池クッキングスクールに習い

に行っていました。今思えば、それが私の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お菓子作りへの道の始まりです。それか

らずっと趣味として続けていたのです

が、大学卒業後ヨーロッパに語学留学し

た際、下宿先の近所の家に 1 対 1 のお

菓子教室に通っていました。その体験か

ら現在のお菓子教室のインスピレーシ

ョンを得ています。帰国後、語学を生か

す仕事に就くかお菓子作りの道に進む

か悩みました。 

――しかし、やはりお菓子作りの世界を

選び、アルカンシェルに就職されたので

すね。 

アルカンシェルには 19 年間勤務し、最

後は店長を任されていました。とても働

きやすい職場で、やりたいことも自由に

させてもらえたので、こんなに長い間働

けたのだと思います。けれど、自分が店

長になり周りが後輩ばかりになった時、

やはり次第に行き詰っていきました。誰

かにお菓子作りを学びたいという思い

も強くなり、10 年ほど前から小山進パ

ティシエ※のお菓子教室に同僚と一緒

に定期的に通うようになりました。彼を

とても尊敬していますし、やはり私も

「教える側」に回りたいという気持ちが

強くなっていきました。 

 ※ 小山進…兵庫県三田市にある人気菓子

店「パティシエ エス・コヤマ」の創

業者。日本にロールケーキブームを巻 

き起こした「小山ロール」の生みの親。 

――そのような中で、独立を決意する直接

的な契機が何かあったのですか？ 

機が熟したというか、タイミングが合った

というしかないのですが、2 年前に近親者

が亡くなったことも大きいかもしれません。

それから「今」を大事に生きようと思うよ

うになり、今後の自分のあり方について考

え出しました。 

――店名 calm（カーム）にどのような

意味を込めたのですか？ 

「穏やかな気持ちで過ごしたい」という気

持ちです。アルカンシェルに勤務していた

時は、楽しかったけれどとにかく忙しくて

日々に追われていました。これまで休日は

仕事優先だったので、子どもと過ごす時間

を大切にしたいという気持ちもあります

（calm は日曜が定休日）。 

また、お菓子教室に来てくれた生徒さんに

も、短い時間ですが日常から離れてゆった

りとした時間を過ごしてほしいと思ってい

ます。市街地から離れており自然豊かな宮

川地区は、そういう意味でもピッタリな立

地条件だと思います。 

――この素敵なお店が出来上がるまでに苦

労したことはなんですか？ 

全てが初めてのことばかりで、保健所の手

続きなど、お店を始めるに当たっての事務

処理がこんなにあるのかとびっくりしまし

た。自分の足で聞きに行って、一つ一つク

リアしていきました。物件探しも、市街地

や地元で色々探したのですが、なかなか「こ

れだ！」という物件に出会えませんでした。

けれど、この物件を紹介してもらった時は

「ビビビッ」ときましたね。 

――清水さんは、7 月に福井県が行った「県

民ワクワクチャレンジプランコンテスト

2020」の女性部門（20 万円コース）に申し

込み、見事採択されましたね。今まで経験

したことのない「公開プレゼン」という苦

手な分野にチャレンジしようと思ったのは

なぜですか？ 

現実的な話になるのですが、やはり一番の

理由は今後の事業展開に必要な資金づくり

のためです。小浜市の助成には私に該当す

るものがなく、知人がこういうコンテスト

があるから応募してみたら？と教えてくれ

ました。コンテストに出てみて、こんな世

界もあるんだなぁと知りました。自分の思

いを整理して再確認できたので、いい経験

になりました。 

――あばん亭やアイザワ商店など、宮川地

区には古民家を改修したお店があります。

今回、宮川地区の玄関口にもう 1 軒空き家

を改修したお店が生まれてとてもわくわく

しています。これからの展望はあります

か？ 

今はとにかく毎週お店を回すだけで精いっ

 

 

ぱいで余裕がないのですが、もう少し落ち

着いたら、少しずつ新商品の開発をしたい

と考えています。せっかく地元で出店して

いるので、お花を使ったスイーツを作って

「花の里みやがわ」を PR できたらなと思

います。宮川で採れるトマトや、地元の方

が作る果物や農作物も使いたいな。 

私自身、結婚して宮川地区にやって来るま

で宮川地区がどういう所か知りませんでし

た。このお店が、宮川地区の素晴らしさを

知ってもらうきっかけになれたら、こんな

に嬉しいことはありません。 

ス イ ー ツ で 日 常 を 豊 か に し た い 

9 月 4 日㈮、宮川地区にお菓子教室

＆お菓子屋さんがオープンしまし

た。このお店は地区内に住む一人の

女性がずっと温めていた夢でした。 

その女性とは、本保区に住む清水文

子（しみずあやこ）さん。清水さん

はどのようにして自分のしたいこと

を形にしていったのでしょうか。 

祝！開店記念取材！ 

まちづくり協議会から

開店祝いにオリーブの

植木を贈りました。 

厨房に貼られる予約受注票。1 週

間前までに予約すれば、記念日な

ど用にホールケーキの販売もして

いる（定休日以外）。 

      ◆ お 店 の 情 報 ◆ 

Calm
カ ー ム

 cake+class 
小浜市加茂 15-19-1 

📱080-5857-2815 

○休日・不定休 

■お菓子教室 
[月・火・水] 

10：00～12：30 

14：00～16：30 
※ 内容は月ごとに変

わります。 

 

■お菓子販売 

[金・土] 

11：00～16：30 
※ 売り切れ次第 

閉店します。 

店内の商品は数時間で完売してしまう。 



 

 

 

８月７日（金） 

福井県嶺南振興局小浜土木事務所野

木川改修の現地視察 

地区からの陳情を受けて、土木事務

所の次長が現地を視察してください

ました。 

 

８月８日（土） 

いずみの会 生け花教室 

今回は漆崎先生がお盆用のお花を用

意してくださいました。 

 

８月９日（日） 

宮謡会  

桑田吉治氏仏前奉納 

教え子たちが新盆前に謡の名手であ

った桑田氏の自宅を訪れ、仏前で

「井筒」と「加茂」を奉納しまし

た。

 

 

 

８月 20（木） 

野木川の改修を 

中村保博副知事へ陳情 

垣本野木川改修協議会会長、竹中土

地改良理事長、前野区長会長、公民

館長が福井県庁へ赴き、中村副知事

に陳情しました。 

 

８月 2４日（月） 

小浜美郷小学校 新学期開始 

今年は異例の短い夏休みでしたが子

どもたちは元気に登校しました。 

 

８月 26日（水） 

歴伝 最後の会合 

これまでのデータの整理や正誤表の

ことなど、出版後の必要作業につい

て話し合われました。

 

 

 

８月２３日（日） 

いずみの会  

ハーバリウムづくり 

主に宮川地区で採れた植物をドラ

イフラワーにして、素敵な作品を

一人３瓶ずつ作りました。 

みなさんの素敵な作品はこちら↓ 

 

  

宮川地区在住の小浜第二中学校第二学年生徒作成 

宮川地区新聞 その３ 
 

休校中に小浜第二中学校第二学年が「総合」の課題として取り組んだ、出身地区にまつわる歴史や文

化、特色をまとめた新聞を掲載します。 

 

 
 



 

「美やが和 子ども図書と歴史アーカイブの館づくり」 

プロジェクトからのお願い           

お家にある要らなくなった 

絵本や児童書をください。 

現在、旧宮川小学校図書室の改装案が順調に進ん

でいます。もうすぐ図書室の壁を子どもたちと塗

り直す予定です。それと並行して、小浜美郷小学

校へ持ち出したあとに残された蔵書の把握と補充

も進めています。他の閉校した小学校からもたく

さん本を譲ってもらいました。しかしまだまだ不

足しています。皆さんのお家に眠っている、絵本

や特に児童書（ティーンズ文庫や小説のようなも

の）があれば、公民館までお持ちください。宮川

地区の本として大切に使わせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘れ物があります

公民館に数か月前から帽子の忘れ物が

あります。一つはベージュ色、もう一つは

デニム生地のものです。お心当たりのあ

る方は公民館まで取りに来てください。 

※10 月 15 日までにご連絡が無い

場合、処分させていただきます。 

お し ら せ 

旧宮川小学校図書室を親子で集える場にするための「美やが和 子ども図書と歴史アーカイブの館づくり」事業。9 月

頭には旧国富小学校から譲ってもらえる蔵書を大量に運び出しました。そして現在、旧宮川小学校に残されているも

のと合わせて棄てる本と使える本に仕分けし、買い足す本の目星を付けています。それがなかなかな量で、「ふぅ～っ」

となってしまうのですが、「この本、子どもの時に読んだ！」「懐かしいなぁ。」と心が躍ったりもします。自分が子ど

もの頃に読んだ本って、覚えているものですね。改めて読むと、きっと優しい気持ちになれるはず。というわけで、

みなさんの家にある、もう必要のない絵本や児童書があれば、ぜひ譲ってください。旧小学校図書室に親子やおじい

ちゃん・おばあちゃんと孫が集ってゆったりと過ごしている様子を妄想しながら、calm のケーキを食べています（Y） 

 

 

  

11 日(日) ソイリング教室（10：00～、旧宮川小学校） 

18 日(日) みやがわふるさとウォーキング（9：00～） 

20 日(火) すこやかクラブ(10：00～、宮川公民館) 

 

 

５日（月）、12 日（月）、18 日（第 3 日曜）、 

19 日（月）、26 日（月） 

※ 土 日 の 開 館 時 間  9： 00～ 17： 30 

 

休 

館 

日 

[申し込み]
後日戸別配布するチラシの申込書に 

必要事項を記入し、10月 11日(日)までに

公民館に提出してください。 

10/11（日） ソイ・リング教室 

※ 詳しくは折り込みチラシをご覧ください。 


